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被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み

陸上自衛隊王城寺原演習場沿いの対策
・演習場の境界は防除ラインであり、自衛隊と協力体制を構築し、連携した対策
を実施している。

・令和４年度から自衛隊の敷地に、ワイヤーメッシュ柵の設置を検討している。

イノシシが演習場外に出ないよう自衛隊が補修 自衛隊による刈払作業
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隣接市町村との連携
・構想図（案）を共有する
ことで、市町村を越えた
対策が可能になる。

・令和４年度に鳥獣被害防
止総合対策交付金を活用
して、ワイヤーメッシュ
柵を導入する予定である。

被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み

防除ライン
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被害防除

地域住民と検討を重ね
た結果、令和２年度に
約４１kmのワイヤー
メッシュ柵を設置する
ことができた。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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令和２年度侵入防止柵設置状況

高根行政区

小栗山行政区

上黒沢行政区

花川沢口行政区

道命行政区

王城寺行政区

上郷行政区

新田行政区

志津行政区

鷹巣行政区
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構想図（案）を共有（見える化）したことで、
客観的に対策が必要な場所がわかるようになり、
自主的な環境整備が進みやすくなる。

３ 鳥獣被害対策の取組み

環境整備
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捕獲

44

技術
・ツキノワグマや鳥を撃つ銃猟は盛んだった。
・イノシシを捕獲するには、わな（箱わな、囲いわな、く
くりわな）の技術が必要であるため、安全面も考慮した
研修会を開催した。

場所
・これまでは、被害があった場所にわなを設置すること
しかできなかったが、構想図（案）をもとに、移動経
路などをふまえ、効率的に設置することができるよう
になった 。

体制
・狩猟免許取得等助成金を創設したことにより、隊員を
確保することができるようになった。
５名（平成２３年度）⇒１８名（令和３年度）

・IOTの実証実験を行った。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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狩猟免許取得等助成金
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町では、平成２９年度から助成制度を新設し、令和３年４月１日から
新規第一種銃猟免許取得者に対し、銃猟（保管庫を含む）を購入され
る方にも支援できるよう、助成制度の拡大をしている。

対象者
・町内に住所を有している方
・町税等を滞納していない方
・過去に狩猟免許等の取り消しを受けたことが
ない方

・狩猟免許等の取得後は、鳥獣被害対策実施隊
に入隊し、有害鳥獣の捕獲活動に従事するこ
とができる方

※更新は、実施隊に入隊している方に限る。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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IOTの活用
害獣捕獲監視システム「マタギっ娘」

マクセルフロンティア株式会社と連携し、
実証実験を行った。
目的：鳥獣被害対策実施隊（猟友会）の

わな設置に伴う見回りの省力化を
図ることを目的とした。

期間：令和２年１０月 ７日から
令和２年１２月２２日まで

３ 鳥獣被害対策の取組み
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令和２年
８月２６日：打診がある
８月２８日：実施隊の会議で決定
８月３１日：スケジュール確認
９月 ４日：子機設置場所選定
９月２５日：基地局等設置場所決定

１０月 ７日：基地局等設置
１０月１５日：実施隊による子機設置開始
１２月２２日：基地局等撤去

実証実験の活動状況
３ 鳥獣被害対策の取組み

46



子機の設置

基地局の設置
場所：色麻町役場庁舎屋上
面積：０．５㎡
設置：マクセルフロンティア

株式会社

場所：色麻町内全域
設置：実施隊
種類：くくりわな、

箱わな

３ 鳥獣被害対策の取組み
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３ 鳥獣被害対策の取組み

わな

中継器

基地局

基地局

中継器2

わな1～3

わな4

わな5

わな6

わな7

わな8

わな11

わな15

わな13～14

わな12
中継器1

わな9
わな10

実証実験を行った場所
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